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令和５年度介護ロボットの開発・実証・普及のプラットフ
ォーム事業

【施設名】介護老人保健施設 シルバータウン加治木

かご

＼ロボ／２０２５

令和７年度鹿児島県介護生産性向上総合相談センター

令和７年度鹿児島県介護生産性向上総合相談センター

移乗介助による身体的負担・腰痛の解消に向けて

移乗支援介護ロボット：つるべーを試用して
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かご

＼ロボ／ ２０２５
１．施設の概要

2
令和７年度鹿児島県介護生産性向上総合相談センター
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施設概要

3令和７年度鹿児島県介護生産性向上総合相談センター

かご

＼ロボ／ ２０２５

法人名 社会福祉法人 晶貴会

事業所名 シルバータウン加治木

サービス種別 介護老人保健施設

所在地
〒899-5241

鹿児島県姶良市加治木町木田4719-1

サービス内容 入所・短期入所・通所リハビリテーション

平均介護度 2.75

入所定員 96床

特徴

当施設は在宅復帰や家庭での生活を維持するために専
門チームがサポートします。また日本の滝100選に選ば
れた龍門滝を眺められる場所に位置し、四季の季節感が
感じられます。お風呂は温泉浴で快適な入浴を楽しむこ
とが出来ます。協力医療機関との連携を図り健康管理対
応をしています。
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Platform
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２．取り組みの流れ

4
令和７年度鹿児島県介護生産性向上総合相談センター

かご

＼ロボ／ ２０２５
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取り組み全体の流れ

5
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令和７年度鹿児島県介護生産性向上総合相談センター

• プロジェクトチーム立ち上げとキックオフ宣言（7月）
• 介護現場での課題把握・職員アンケートの実施（８月）
• 改善方針シートの作成（９月）
• 介護ロボット調査・センター見学（10月）
• 取り組む課題の決定（10月）
• 導入計画の作成（10月）
• 介護ロボット導入の効果を把握するための定量的な仮説の
設定（10月）
• 試行的導入の準備、対象者の選定、メーカー説明会の実施
（11月）

• 介護ロボット導入準備(保管場所、活用ルール等の検討)12月
• 介護ロボットを活用した業務改善（12月）
• 介護ロボット導入後の効果検証（12月）

• 期待していた効果(仮説)に対する、効果検証（12～1月）
• 振り返りミーティングの実施(良かった点、今後改善する
点等の検討)（1月）

• 新たな課題の整理と対応策の検討（1月）
• 実行計画の見直し（1月）

かご

＼ロボ／ ２０２５

７～
11月

12月

12～
1月

1月
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取り組みの結果

6
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かご

＼ロボ／ ２０２５
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手順１ 改善活動の準備をしよう（1/1）

7
令和７年度鹿児島県介護生産性向上総合相談センター

プロジェクトチームの立ち上げ（7月3日）

・プロジェクトリーダー：介護福祉士(介護副主任)

・報告書担当：作業療法士(リハ主任)

・調査担当：介護福祉士

・研修担当：介護福祉士

・マニュアル担当：介護福祉士

・その他：事務

理事長によるキックオフ宣言（7月30日）

かご

＼ロボ／ ２０２５
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手順２ 現場の課題を見える化しよう（1/2）

8令和７年度鹿児島県介護生産性向上総合相談センター

ブレインストーミング（8月6日）

かご

＼ロボ／ ２０２５
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手順２ 現場の課題を見える化しよう（2/2）
改善方針シート

9令和７年度鹿児島県介護生産性向上総合相談センター

かご

＼ロボ／ ２０２５
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手順３ 実行計画を立てよう（1/8）

10令和７年度鹿児島県介護生産性向上総合相談センター

かご

＼ロボ／ ２０２５

身体的負担に対して行う対策

1. 身体的負担度調査（腰痛アンケート）

1. 心理負担度調査（SRS-18）

1. 移乗支援ロボットの検討、メーカー説明会

1. 試行的導入
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手順３ 実行計画を立てよう（2/8）

11令和７年度鹿児島県介護生産性向上総合相談センター

かご

＼ロボ／ ２０２５

かごロボ訪問（1回目）・介護ロボットの検討（10月4
日）
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手順３ 実行計画を立てよう（3/8）

12令和７年度鹿児島県介護生産性向上総合相談センター

かご

＼ロボ／ ２０２５

かごロボ訪問(2回目)・介護ロボットの検討（10月16日）
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手順３ 実行計画を立てよう（4/8）

13令和７年度鹿児島県介護生産性向上総合相談センター

オンラインミーティング実施（10月16日）

試用貸出に向けた介護ロボットの選定

• 居室での移乗（走行式リフト）

非装着型「SASUKE」、床走行式リフト「つるべー」

• 入浴介助（かけ湯、移乗等）

装着型：J-PAS fleairy、Soft-Power

かご

＼ロボ／ ２０２５

画像はメーカーHPより借用
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手順３ 実行計画を立てよう（5/8）

14令和７年度鹿児島県介護生産性向上総合相談センター

メーカー説明会の実施（11月7・13・21・28日）

メーカー担当者のオンライン・対面説明を受けながら、

実際にJ-PAS fleairy・Soft-Power・つるべー・SASUKEの

操作練習を行った。

かご

＼ロボ／ ２０２５
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手順３ 実行計画を立てよう（6/8）

15令和７年度鹿児島県介護生産性向上総合相談センター

かご

＼ロボ／ ２０２５

対面ミーティング（11月27日）

試行的導入前の介護ロボットの確認・選定要件
・身体的負担を軽減できること
・居室や浴室での移乗支援が少人数でできること
・人員不足感を感じることなく安心して使用できること

アンケート結果確認
・腰痛アンケート（11月2日～11月15日）
・SRS-18:心理的ストレス反応測定尺度
（11月2日～11月18日）
→結果は後述
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手順３ 実行計画を立てよう（7/8）

16令和７年度鹿児島県介護生産性向上総合相談センター

かご

＼ロボ／ ２０２５

試行的導入（12月1日～12月8日）

【試用場面】
・居室、浴室での移乗動作

【対象者】
・ADL全介助レベルで寝たきりの方
・特浴対象の方
（特に協力的な方）

【使用する職員】
・PJメンバーを中心とした6名
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P（改善活動の準備、現場の課題を見える化、実行計画）
の段階で苦労した点・工夫した点

17令和７年度鹿児島県介護生産性向上総合相談センター

試行的導入で苦労した点、工夫した点

苦労：装着型ロボットに対し元々良いイメージがない職員もいた。
工夫：PJメンバーが率先して使用し、使用感や使用場面で見てもらう。

苦労：装着型ロボットは概して装着手順に戸惑う職員が多かった。
工夫：装着手順の流れ(写真付き)を保管場所に提示。

苦労：J-PAS fleairyは重さや背部の蒸れがネックとなり使用頻度が減少。
工夫：試行的導入段階で候補から除外となった。

苦労：ベッド下にSASUKEやつるべー(リフト)の脚が入らない。
工夫：対象者のベッドを変更。

苦労：対象者があちこちの居室におりリフトの移動が面倒。
工夫：介助動線短縮のための居室集約。

苦労：脱衣所が狭く、浴室でのつるべーの取り回しが困難。
工夫：機動性の高いスライドボードでの移乗で代替。

かご

＼ロボ／ ２０２５



©2023 令和５年度介護ロボットの開発・実証・普及のプラットフォーム事業

手順３ 実行計画を立てよう（8/8）

18令和７年度鹿児島県介護生産性向上総合相談センター

かご

＼ロボ／ ２０２５

問題解決の道筋シート

深堀原因
移乗介助における職員の「ムリ」、2

人支援が必要な状況
に対し

業務改善の取組
（打ち手）

移乗支援介護ロボット非装着型
「SASUKE」「つるべー」、装着型
「Soft-Power」の導入

を実施することにより

好転換された
深堀原因

「ムリ」な移乗介助、2人での介助が
少なく

（と）なり

原因 腰痛、介護負担感、人員不足感 （という）問題が解消・軽減され

結果 腰痛、介護負担感 がなくなり

悪影響 移乗時の不安、人員不足感 の改善が期待できる。
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取り組みの結果

19
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令和７年度鹿児島県介護生産性向上総合相談センター

かご

＼ロボ／ ２０２５
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手順４ 改善活動に取り組もう

20令和７年度鹿児島県介護生産性向上総合相談センター

かご

＼ロボ／ ２０２５

本格的導入（12月15日～12月24日）

【実施場面】
・入所フロアの居室での移乗動作。

【対象者】
・ADL全介助レベルで寝たきりの方。
・特浴対象の方。
（実際の難渋例）

【使用する職員】
・PJメンバーを中心とした21名。
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D（改善活動に取り組む）の段階で苦労した点・工夫した点

21令和７年度鹿児島県介護生産性向上総合相談センター

かご

＼ロボ／ ２０２５

オペレーションの変化：居室でのストレッチャー移乗が1名で実施可能に！

（従来）

居室⇔ストレッチャー（2名介助）⇔浴室⇔特浴用ストレッチャー（2名介助）

（つるべー）

居室⇔ストレッチャー（1名介助）⇔浴室⇔特浴用ストレッチャー（2名介助）
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取り組みの結果

22
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令和７年度鹿児島県介護生産性向上総合相談センター

かご

＼ロボ／ ２０２５
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手順５ 改善活動を振り返ろう（1/2）

23令和７年度鹿児島県介護生産性向上総合相談センター

施設用ミニマニュアル

かご

＼ロボ／ ２０２５

①シートを敷く
※裏面タグに頭部・足部と記載あり

②短い青ベルトをシートの頭部
側の青の輪に通してハンガーに
引っ掛ける。

③残りの赤と青のベルトをシー
トのそれぞれの色に対応した輪に
通してハンガーに掛ける。

④リモコンを使用しリフトアップする。
⑤本体のレバーを180度回して本体の
足を開き、車イスを設置する。
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手順５ 改善活動を振り返ろう（2/2）

24令和７年度鹿児島県介護生産性向上総合相談センター

施設用ミニマニュアル

かご

＼ロボ／ ２０２５

⑥車イス設置後は、身体位置を微調整しながらリ
フトダウンする。
＊下肢が支柱に当たらない様に注意が必要

ベッドへの移乗時
＊頭部や顔にハンガーがあたらないように注意する。
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C（改善活動を振り返ろう）の段階で苦労した点・工夫した点

25令和７年度鹿児島県介護生産性向上総合相談センター

かご

＼ロボ／ ２０２５

本格的導入で苦労した点、工夫した点

苦労：浴室のスペースが狭く、SASUKE、つるべーの取り回しが困難。
工夫：使用対象者の入浴順序を変更する等して対応。

苦労：ベッド下につるべーの脚が入らない。
工夫：対象者のベッドを変更。

苦労：つるべーが大きく、多床室での取り回し困難。
工夫：ベッド配置を変え、スペースを確保。

苦労：大柄、膝拘縮のある方がつるべーの支柱に接触しそうになる。
工夫：操作方法、手順を示した動画やミニマニュアルを職員で共有。

苦労：職員に身体的負担軽減の効果を理解してもらえない。
工夫：PJメンバーが操作指導を行うなど、操作の習熟に努めた。



©2023 令和５年度介護ロボットの開発・実証・普及のプラットフォーム事業

取り組みの結果
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手順６ 実行計画を練りなおそう

27令和７年度鹿児島県介護生産性向上総合相談センター

1.移乗支援ロボット（つるべー）を各フロアに導入

使いこなしの工夫

• 職員研修を定期的に開催（全員参加）し全員が使
いこなせるよう取り組む。

• 利用者ごとに適したシートの選定・評価。

2.マッスルスーツ（Soft-Power）を使用することで普段
の介護業務においても身体的負担の軽減が期待できる。

3.職場の体制作りの工夫

4.新入職員に対する講習会の実施

かご

＼ロボ／ ２０２５
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検証の結果、当施設の浴室での移乗支援機器におい
ては天井走行式リフトの導入が望ましいことが明ら
かとなった。

その他の課題

夜間の転倒事例が増加傾向。

→見守り機器の導入・強化を行い事故防止、職員
の負担軽減ができるのではないか。

かご

＼ロボ／ ２０２５
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かご

＼ロボ／ ２０２５
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導入の成果（腰痛アンケート）
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かご

＼ロボ／ ２０２５

negative
22.9%

できれば移乗介助業務を避けたい
と思いますか？（n=48）

介護ロボット試用期間中にできれば移乗介助
業務を避けたいと思いましたか？（n=21）

移乗の際、介護ロボットを使うのは
面倒だと思いますか？（n=48）

negative
14.3%

移乗の際、介護ロボットを使うのは
面倒だと思いましたか？（n=21）
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導入の成果（腰痛アンケート）

令和７年度鹿児島県介護生産性向上総合相談センター

かご

＼ロボ／ ２０２５

31

ここ数日間を振り返り、腰痛のため、からだを
動かすのはどの程度困難ですか？（n=48）

ここ数日間を振り返り、腰痛のため、からだを
動かすのはどの程度困難ですか？（n=21）

介護テクノロジー・ロボットを使用すること
で2人介助が減りましたか？（n=21）

介護ロボット試用期間に同僚に移乗介助の手伝
いをお願いする機会は減りましたか？（n=21）

negative
29.2%

negative
14.3%
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導入の成果（腰痛アンケート）
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かご

＼ロボ／ ２０２５

介護ツールの選択肢として介護ロボットを用意す
ることは施設の責務だと思いますか？（n=21）

介護ロボットを用意することは職員離職率低減
に貢献すると思いますか？（n=21）

介護ロボットを用意することは求人に役立つと
思いますか？（n=21）
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かご

＼ロボ／ ２０２５

● 全体傾向: 総合スコアが7.62から6.31へと約17%減少しており、ロボット導入が

職員の心理的負担軽減にポジティブな影響を与えた可能性を示唆。

● 最も改善した項目: 「抑うつ・不安」が約29%と大きく改善しました。これは、

ロボットの導入により業務の見通しが立ったことや、心理的な安心感（サポー

ト感）が得られた可能性を示唆。
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• 二人介助が一人介助になるオペレーションの変化を認めた。

• 腰痛アンケート調査より身体的負担感(腰痛)の軽減を認めた。

• 移乗介助における転倒・滑落リスクが軽減。

• SRS-18の結果より移乗時の不安・負担感が軽減。

• ロボット使用への抵抗感が減少。

• 職員の少ない時間帯での移乗が一人でも可能となる可能性が

示唆され、今後の業務改善とともに職場一丸となって働き方

をアップデートしていきたい。

かご

＼ロボ／ ２０２５
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35令和７年度鹿児島県介護生産性向上総合相談センター

• 今回の事業は職員からの要望で実現し職員が前向きに取

り組む姿勢が大変良かった。

• 施設における課題が見えたこと、また業務改善に対して

皆で主体的に考え検討し、介護ロボット等の導入につな

がったことが良かった。

• この取り組みが職員の働きやすさにつながっていくこと

と期待し全員で良い環境づくりを進めたい。

かご

＼ロボ／ ２０２５
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かご

＼ロボ／ ２０２５
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